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   A river basin is an assembly of flux net work. It is recognized that ecosystem in a river basin plays a 
role to change the fluxes and to bring ecosystem service. It is important to know the influence that the 
land use gives runoff discharge and materials in suitable ecosystem service. 
We developed hydrological and material cycle simulation model and applied it to the Yahagi River basin. 
In this study, we estimate the runoff discharge and materials in 1950 and 2004 using the hydrological and 
material cycle simulation model.  
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１． はじめに 

 

 著者らは，自然共生型流域圏構築の駆動力としての生

態系サービスを指標としたアセスメント技術の開発を目

指している1)．そこでは，流域は水・物質循環のフラッ

クス網で記述され，それが流域のさまざまな「景観」を

通過するときに地先に蓄積する生態系サービスを流域で

統合して評価しようとするものである．このとき，各地

先ではフラックスが変化を受け，それらはフラックス網

にフィードバックされる．生態系劣化の修復や生態系

サービスのより進んだ享受のための施策は，地先景観で

のフラックス変化を伴うため，施策評価を行うアセスメ

ントの枠組みでは，それらのフィードバックを試行的か

つ簡便に行える水・物質循環モデルの作成が必要である． 

そこで，著者らは，雨水の流出とそれに伴う物質の流

出（自然系）および生活排水などの人工系の流出を考慮

した水・物質循環モデルを構築し，モデルの妥当性を検

証した2)． 

また,流域の長期的な環境管理には，水・物質の循環，

土地開発や人口増加などの人間活動について予測する必

要があり，土地利用や人口の変遷による流出負荷量の変

化を把握することが重要である． 

菊池ら3)は，伊勢湾流域を対象に，1950年から2000年

までの土地利用や人口の変化について整理し，原単位法

により排出負荷を算出している． 

原単位は1日もしくは年間を通しての値であるため，

雨水流出に伴う物質の流出過程を評価することは不可能

であり，また，その定性的評価は未だ不十分である． 

そこで，本研究では，構築した水・物質循環モデルを

図-1 矢作川位置図 



 

 

用いて，一級河川矢作川流域を対象に，土地利用や人口

が大きく異なる1950年と2004年について，水・物質の流

出解析を行い，流出流量，負荷量について考察した． 

 

２．矢作川流域の概要 

 
 矢作川は，その源を中央アルプスに発し，平野部で巴

川，乙川を合わせて，その後，矢作古川を分派して三河

湾に注ぐ幹線流路延長118km，流域面積約1,830km2の一

級河川である（図-1）．矢作川流域について，1950年お

よび2004年の土地利用，流域内人口，下水処理形態別人

口，家畜頭数，工業系の負荷量を整理した．1950年の

データについては，菊池ら3)が整理したデータを使用し

た． 

 
(1) 土地利用 
 図-2，図-3に1950年および2004年の土地利用区分をそ

れぞれ示す．1950年では，下流域は主に水田に利用され

ており，上流域はほとんど山地である．一方，2004年で

は，下流域の水田の多くが，市街地に変化していること

が分かる．面積割合を見ると（表-1），水田の割合が減

図-2 矢作川土地利用図（1950年） 図-3 矢作川土地利用図（2004年） 

図-4 人口分布（1950年） 図-5 人口分布（2004年） 

（流域内人口） （流域内人口） 

1950年 2004年 増減

その他 2.0 2.6 0.6
山地 73.6 74.5 0.9

市街地 3.0 5.6 2.6
水域 2.1 2.0 -0.1
水田 12.3 9.3 -3.0
畑地 3.8 4.5 0.7

荒れ地 3.2 1.4 -1.8
合計 100 100 0

表-1 土地利用面積割合（％） 



 

 

少しているのに対し，市街地が約2倍に増加している．

しかしながら，山地面積はほぼ変わっておらず,矢作川

流域では，主に下流域の水田が市街化していることが分

かる．流域全体で見ると，土地利用の変化は小さい．  
 
(2) 流域内人口 
 図-4，図-5に矢作川流域の人口分布を示す．特に下流

域では，市街化に伴い人口増加が著しい．一方，上流の

山地部では，過疎化している場所も見られる．1950年の

総人口は，約30.7万人，2004年は約62.8万人であり，倍

増していることが分かる． 
 
(3) 下水処理形態 
 表-2に下水処理形態別の人口を示す．1950年は，矢作

川流域に下水処理場が存在せず，総人口のおよそ9割が

自家処理と未処理である．一方，2004年では，下水処理

場や浄化槽が整備され，人口の半数が下水処理場である． 
 
(4) 家畜頭数 
 表-3に家畜頭数を示す．豚，鶏の飼育頭数が著しく増

加していることが分かる． 
 
(5) 工業系負荷量 
 工業系負荷量の算出は，出荷額当たりの負荷量比によ

り算出した．算出した工業排水と排出負荷を表-4に示す．

排水量は10倍程度に増加しており，負荷の排出が著しく

増加していることが分かる．  
 

３．水・物質の流出解析  

 
1950年と2004年を対象に，水と物質の流出解析を行う．

まず，矢作川流域を，河川合流点を考慮し，481の小流

域に分割し，小流域の繋がりによりフラックス網を評価

する4)．さらに，小流域を陸域と河道とに分け，それぞ

れについて流出解析を行う．解析対象項目は，流量，

COD，T-N，T-P，SSとした．以下に流出解析モデルの

概要を示すが，詳細は参考文献2)を参照されたい． 
 

(1) 陸域モデル 

 陸域モデルでは，降雨の河道への流出とそれに伴う物

質流動を解析する．入力条件となる雨量データについて

は，各小流域の近隣のアメダス観測点における実測雨量

を与えた．本研究では，土地利用や人口の変化による流

出負荷量の違いを評価することを目的としているため，

雨量データについては，2004年の観測雨量を使用するこ

ととする． 
a) 降雨流出 

 降雨の流出解析には，表面・中間流出成分と地下水流

出成分とに分けた2段タンク型貯留関数モデル5)を用いる

（図-6）．1段目の表面・中間流出成分へ非線形貯留関

数法を適用し，2段目のタンクについては，線形モデル

を採用した． 
1段目の損失分f1は浸透供給量として，すべて2段目タ

ンクへの入力とした．また，パラメータについては，同

定は行わず，水理公式集6)に記載されている式より算出

した． 
 また，下水道処理区域に降った雨については，下水処

理場に運ばれ，処理排水として流出するとした． 
b) 物質（COD・T-N・T-P・SS）の流出 

陸域から河道への物質の負荷として，降雨からの負荷，

表面流出による負荷，地下水からの負荷を考慮した．  
 降雨からの負荷については，降雨水質を表面流出量に

乗じることにより負荷を算出し，地下水からの負荷につ

いても同様に，地下水水質を地下水流出量に乗じること

により算出した．降雨水質については，実測値がないた

め，他流域で用いられた値7)を使用し，地下水水質は降

雨水質の半分を仮定した．  

表-2 排水処理形態別人口（人） 

1950年 2004年
下水処理場 0 341,732
合併浄化槽 0 58,724
単独浄化槽 20,816 173,533
計画収集 7,882 46,960
自家処理 201,160 495
未処理 77,114 6,945
合計 306,972 628,389

表-3 家畜頭数（頭・羽） 

1950年 2004年
牛 7,411 13,391
豚 1,559 27,135
鶏 55,125 1,002,893

表-4 工業系排出量 

1950年 2004年
工業排水

(m3/day)
COD

(g/day)
T-N

(g/day)
T-P

(g/day)

154,285 9,157,756

9,228 555,022

19,307 219,661

277,836 16,927,983

1段目タンク 

（表面・中間流出成分） 

2段目タンク 

（地下水流出成分） 

r 

f1 

q1 

q2 

図-6 2段タンク型貯留関数モデル 



 

 

 降雨時の表面流出による負荷は，負荷堆積量を考慮し

た雨天時流出負荷量算定モデル8)を用いた．このモデル

は以下の式により表現される． 
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ここに，L：表面流出負荷量（g/s），Q：表面流出量

（m3/s），Qc：限界流量（m3/s），S ：堆積負荷量（g），

S0 ：初期堆積負荷量（g），k，m，n：パラメータであ

る．また， Qは降雨の流出解析結果を用いる．このモ

デルは，降雨時の表面流出により，堆積負荷量に応じた

負荷が発生し，その分Sは減少する．晴天時には，ΔSに
よりSが回復する．パラメータk，m，nは，全陸域から

の表面流出負荷量の総和が原単位法による発生負荷量と

一致するよう繰り返し計算により表-5に示すように設定

した． 
 
(2) 河道モデル 

 河道モデルでは，陸域モデルから河道への流出量を入

力条件として，流量，物質の挙動を解析する． 
a) 河道流量 

貯留関数法により河道の流出解析を行う．貯留定数は，

河道断面を矩形と仮定し，マニングの粗度係数0.03とし

て等流計算により算定する． 
b) 物質（COD・T-N・T-P・SS） 

 河道における物質の挙動は，河川の浄化機能を考慮す

る．まず，反応は1次反応とすると，物質フラックスの

連続条件より次式を得る．  
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ここに，As：河道断面積（m2）、u：断面平均流速

（m/s）、C：物質濃度（g/m3）、D：拡散係数，k：浄

化係数である．拡散項（右辺第1項）を無視し、流量の

連続式を用いて整理すると，式(2)は以下のようになる． 
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(3) 人工系モデル 

 人工系モデルでは，ダムの放流や取水による流量変化

について，大規模なものを対象にモデル化を行う．また，

生活や畜産，工場排水に伴う物質の河道への流入を解析

する． 人工系モデルのイメージを図-7に示す． 
a) ダムによる流量変化 

矢作ダム，羽布ダムの2ダムについて，放流量のモデ

表-5 表面流出負荷量算定パラメータ 

地目名 山林 市街地 水田 水面 畑地

COD 0.001 0.0045 0.0028 - 0.0012
T-N 0.0005 0.002 0.0015 - 0.0035
T-P 0.00007 0.00047 0.00065 - 0.00017
SS 0.5 0.5 0.5 - 0.5

COD 0.5 0.5 0.5 - 0.5
T-N 0.5 0.5 0.5 - 0.5
T-P 0.5 0.5 0.5 - 0.5
SS 0 0 0 - 0

COD 0.5 0.5 0.5 - 0.5
T-N 0.5 0.5 0.5 - 0.5
T-P 0.5 0.5 0.5 - 0.5
SS 1 1 1 - 1

COD 0.551 1.369 1.222 - 0.559
T-N 0.125 0.322 0.331 - 0.92
T-P 0.0048 0.0192 0.039 - 0.0105
SS 1 1 1 - 1

COD 0.00551 0.01369 0.01222 - 0.00559
T-N 0.00125 0.00322 0.00331 - 0.0092
T-P 0.000048 0.000192 0.00039 - 0.000105
SS 1 1 1 - 1

COD 0 0 0 - 0
T-N 0 0 0 - 0
T-P 0 0 0 - 0
SS 0 0 0 - 0

Δ S
(g/m2day)

Q c

(m3/s)

k

m

n

S max

(g/m2)

図-7 人工系モデルのイメージ図 

図-8 ダム，取水工位置図 



 

 

ル化を行う．図-8にモデル化を行ったダムの位置を示す．

流入量と放流量の実測値から両者の関係を定式化するこ

とにより，流入量から放流量を算出する．1950年につい

ては，上記2ダムは完成していないため，ダムによる流

量変化はない．  

b) 取水工による流量変化 

 明治用水頭首工、細川頭首工、岩倉取水工、乙川頭首

工、越戸ダム（枝下用水）の5箇所の取水工をモデル化

した（図-8）．取水量は，月ごとに一定とし，実測値よ

り算出した月別の平均値とした．1950年については，明

治用水頭首工、越戸ダム（枝下用水）について考慮し，

取水量は2004年の半分を仮定した． 
c) 生活系負荷 

生活系負荷については，排水の処理形態別に負荷を算

出する．処理形態は，下水処理場，合併浄化槽，単独浄

化槽，計画収集，自家処理，未処理とした．まず，小流

域内の処理形態別人口を算出し，下水処理場以外につい

て処理形態別1人当たりの排出負荷3)により負荷を計算し，

小流域末端に接続する河道へ流入させる．処理形態別排

出負荷を表-6に示す． 

処理形態が下水処理場に該当する場合は，生活排水は

下水処理場に運ばれ，処理場の排水地点において河道へ

排水量，負荷を流入させる．下水処理場として，明智浄

化センター，上矢作浄化センター，八帖下水処理場，豊

田終末処理場，鞍ヶ池浄化センター，矢作川浄化セン

ターの6箇所を考慮した．処理場の位置および下水道処

理区域を図-9に示す．また，各処理場からの排水量，負

荷量について表-7に示す．1950年については，処理場は

完成していないため，処理場からの排水は考慮しない． 

d) 畜産系負荷 

畜産系負荷については，小流域内の牛，豚，鶏の数を

算出し，1頭，1羽当たりの排出負荷（表-8）により排出

負荷を求め，河道へ流入させる．  

e) 工業系負荷 

 工業系負荷については，小流域内の工場からの排水量，

排出負荷を算出し，河道へ流入させる． 
 

(4) 解析結果 

a) 実測値との比較 

 図-10に米津観測所（図-1参照）における2004年の流

表-6 生活系排出負荷量（g/人/day） 

処理形態 COD T-N T-P SS

下水処理場

合併浄化槽 11 6.7 0.9 13
単独浄化槽 28 11 1.2 54
計画収集 22 3.9 0.4 50
自家処理 22 3.9 0.4 50
未処理 22 3.9 0.4 50

下水処理場で見込む

図-9 下水処理場位置図 

表-7 下水処理場排出負荷 

処理場
排水量

(m3/day)
COD
(g/m3)

T-N
(g/m3)

T-P
(g/m3)

SS
(g/m3)

明智浄化センター 291 2.2 26.4 1.85 15
上矢作浄化センター 74 14.7 4.4 1.7 2
八帖処理場 20,431 11 2.2 0.39 1
豊田終末処理場 10,297 10 11.4 0.62 9
鞍ヶ池浄化センター 335 4.5 12.9 0.9 5
矢作川浄化センター 132,673 6.2 5.8 0.6 1

表-8 畜産系排出負荷（g/頭・羽/day） 

項目 COD T-N T-P SS
牛 53 30 4.5 100
豚 13 5.6 6 16
鶏 0.37 0.225 0.075 0

図-10 米津観測所における流量ハイドログラフ 
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図-11 米津観測所におけるCODハイドログラフ 
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量ハイドログラフの解析結果と実測値を示す．解析結果

は実測値よりもやや大きな値となっているが，洪水の出

水時間はほぼ一致している．しかしながら，大洪水時の

ピークの値は，解析結果の方が小さくなっている．これ

は，陸域の入力雨量として最寄りの観測所の雨量を与え

ており，雨量データの詳細な空間分布を考慮しておらず，

局所的な豪雨を反映できていないためと考えられる． 
 図-11に米津観測所における2004年のCODの解析結果

と実測値との比較を示す．解析結果は，実測値よりも過

大となっており，特に，洪水時には，著しく増加してい

ることが分かる．洪水時の実測値が乏しいため，比較は

困難であるが，陸域における物質流出の基礎式（1）の

パラメータ設定や河道における物質流動の基礎式（3）

について，さらなる検討が必要である． 

b) 1950年と2004年との比較 

 図-10に，1950年と2004年の流量ハイドログラフの解

析結果を示す．矢作川流域では，土地利用の変化は小さ

いため，1950年と2004年で大きな違いは見られず，流量

については，土地利用の変化は大きく影響しないことが

分かる．また，2004年について，洪水時のピークが1950
年と比べ若干小さくなっている．これは，矢作ダムの洪

水調節の影響であると考えられる． 
 図-11に，1950年と2004年のCODの比較を示す．1950

年は，2004年に比べ，平水時の負荷量が少ないことが分

かる．これは，生活系や畜産系などの人工系の負荷流出

が少ないためである．しかしながら，洪水時には，2004

年と同程度の負荷が流出していることが分かる． 
 図-12に，矢作川流域から流出する年間の負荷量

（COD，T-N，T-P）を示す．1950年と2004年を比べる

と，COD，T-N，T-Pともに総流出量は2004年の方が多

く，特に工業系負荷の増加が著しい．一方，表面流出に

よる負荷量は若干減少している．また， T-N，T-Pにつ

いては，生活系と畜産系の排出負荷が増加していること

が分かる． 
  

４．おわりに 

 
 本研究では，矢作川流域を対象に，1950年と2004年に

ついて，土地利用や人口についてデータを整理した．矢

作川流域では，下流域で市街化が進み，特に，水田の市

街化が顕著であった．また，市街化に伴い，人口も倍増

している．下水処理場の整備が進み，およそ人口の半数

をカバーしている． 

1950年と2004年について，水・物質の流出解析を行い，

流出量の変化について考察した．流出解析では，雨水の

流出とともに，ダムや取水工による流量変化や人工系の

負荷流出についても考慮した．その結果，矢作川流域で

は，土地利用の変化が小さいため，流量は大きく変化し

ないことが分かった．一方，負荷量については，生活系

や畜産系，工業系の排出負荷，特に工業系の負荷の増大

の影響が非常に大きい．今後は，モデルの精度向上のた

め，物質の流出過程についてさらなる検討が必要である． 
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図-12 矢作川流域から流出する排出負荷量 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

1950年 2004年

年
間

総
C
O
D
[t
on
/
ye

ar
]

工業系

畜産系

下水処理場

生活系

表面流出

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

1950年 2004年

年
間

総
T
-
N
[t
on
/
ye

ar
]

工業系

畜産系

下水処理場

生活系

表面流出

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1950年 2004年

年
間

総
T
-
P
[t
on
/
y
e
ar
]

工業系

畜産系

下水処理場

生活系

表面流出



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


	header1375: 水工学論文集,第54巻,2010年2月
	NextPage1375: - 1375 -
	NextPage1376: - 1376 -
	NextPage1377: - 1377 -
	NextPage1378: - 1378 -
	NextPage1379: - 1379 -
	NextPage1380: - 1380 -


